
　近年、我が国において大腸疾患（癌、憩室等）

が増加していますが、それが便秘に代表される便

通異常に大きく影響されていると考えられています。

しかし、一般住民における排便状況の詳細はほと

んど知られていません。これを明らかにすることは、

便通異常と大腸疾患の関連を評価するためにも重

要です。また、便秘は自覚的な部分に大きく影響

されることは知られていますが、便秘に対する各

人の自覚がどのような要因に影響されているかに

関する報告はありません。これらを明らかにする

ことは、日常的また臨床的に多く遭遇する便秘へ

の対策の観点からも重要です。 

　そこで、岩手県在住の４０歳以上の農村住民１,１９５

名を対象に、「自覚的な便秘」、「排便の回数」、「排

便時の腹痛」、「排便の規則性」、「環境の変化によ

る便秘の出現」、「残便感の有無」、「排便に要する

時間」、「便の性状」、及び「交代性便通異常」の

９項目の排便に関する項目について聞き取り調査

を行いました。 

　自覚的な排便状況として、「正常」、「重度の便秘」、

「中等度の便秘」、「軽度の便秘」、「交代性便通異常」、

及び「下痢」に分けて男女別にみると、「正常」

と答えた人は男性が７９.３％、女性が６０.５％と男性

の方が多くなっていました。便秘傾向についてみ

ると「重度の便秘」（男性３.６％、女性６.３％）、「中

等度の便秘」（男性３.９％、女性１４.２％）、及び「軽

度の便秘」（男性６.３％、女性１５.５％）となり、男

性より女性の方が便秘の傾向が著しいことがはっ

きりとしました。逆に男性では女性より「下痢」（男

性３.９％、女性１.８％）と答えた人が多くなってい

ました。また、各年代別でも女性が男性より便秘

傾向にあり、男女とも加齢によって便秘傾向が強

くなることが明らかになりました。加齢による変

化の原因としては、加齢による大腸機能の低下と、

低下していくエネルギー摂取量による繊維分の摂

取量低下を考えています。 

　また、「自覚的な便秘」に他の因子がどのよう

に関連しているかをｌｏｇｉｓｔｉｃａｌ ｒｅｇｒｅｓｓｉｏｎ ａｎａｌｙｓｉｓ

で分析し、８項目のそれぞれのオッズ比を求めま

した。その結果、「自覚的な便秘」に対して最も

高いオッズ比を示したのは「排便の回数」で、特

に「１日当たり１回以上の排便」では男女のオッ

ズ比は各 １々３.３８と４２.４６になり、排便回数が便秘

の自覚をもっとも左右する要因であると考えられ

ます。さらに、「排便時の腹痛」のみは、男性のオッ

ズ比は有意でしたが女性では有意ではありません

でした。しかし他の項目では、男女ともにオッズ

比が有意でした。したがって、上述した多くの因

子（項目）で総合的に便通が判断されていること

が示唆され、「排便の回数」の項目のみで排便習

慣を評価するには限界があり、本報で検討した８

個の因子（項目）全てを検討する必要性があると

考えられます。 

　以上の結果のように、性別や年齢による便通の

違いが明らかになり、大腸疾患と便通との関連を

検討する疫学調査のための重要な知見が得られま

した。また、各個人の便秘に対する判断状況が明

らかになり、各々の便秘患者に対する指導指針（排

便の規則性に欠ける患者には規則的にトイレに向

かうことを勧めたりすること等）を得ることがで

きました。 
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